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未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を

　
　
　
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

「
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
」「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す

山
木
屋
地
区
の
復
興
、

商
業
施
設
の
運
営
開

始
、
営
農
再
開
、
ま
ち
な
か

の
空
洞
化
対
策
な
ど
の
た
め

の
具
体
的
施
策
は
。

体
で
守
り
育
て
る
体
制
づ
く

り
、
保
護
者
、
地
域
、
学
校

に
よ
る
学
校
運
営
協
議
会
の

充
実
に
よ
る
、
地
域
と
と
も

6
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少
子
高
齢
化
、
人
口

減
、
後
継
者
不
足
、

川
俣
高
校
の
定
員
割
れ
の
現

状
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
施

策
は
。

こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
「
か
わ
ま
た
教
育

推
進
プ
ラ
ン
」
に
加
え
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
目

指
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教

育
、
早
期
英
語
教
育
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
の
原
点
は
家

庭
に
あ
る
、
と
い
う
考
え
方

の
も
と
、
地
域
で
の
世
代
間

交
流
の
機
会
の
拡
大
等
に
よ

る
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全

に
あ
る
学
校
の
体
制
づ
く
り

な
ど
を
進
め
、
未
来
を
担
う

人
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

質
問

質
問

町
長

農
業
で
は
、
山
木
屋

地
区
で
の
花
き
施
設

整
備
、
粗
飼
料
生
産
体
制
整

備
の
事
業
を
進
め
る
と
と

も
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

山木屋地区の商業施設「とんやの郷」の開所式。安倍首相も訪問されました。

策
定
、
新
た
な
担
い
手
の
掘

り
起
こ
し
対
策
、
有
害
鳥
獣

対
策
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、

耕
作
意
欲
の
衰
退
が
少
な
く

な
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

商
業
で
は
、
空
き
店
舗
活

用
事
業
に
よ
り
新
た
な
出
店

も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
商
工

会
、
金
融
機
関
と
連
携
し
て
、

新
規
創
業
、
二
次
創
業
支
援

体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

工
業
で
は
、
有
効
求
人
倍

率
が
１・
０
を
超
え
、
労
働

者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
企
業
の

求
人
広
報
、
就
職
合
同
説
明

会
等
の
雇
用
支
援
も
実
施
し
、

人
材
の
確
保
、
国
県
補
助
事

業
等
の
活
用
支
援
な
ど
、
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

町
長

農
商
工
業
の
持
続
振
興
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

担
い
手
不
足
対
策
、
創
業
支
援
体
制
づ
く
り
、　

空
き
店
舗
活
用
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
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県
で
「
子
ど
も
の
貧

困
実
態
に
関
す
る
調

査
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
の
結
果
の
分
析

を
行
い
、
対
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

低
所
得
の
家
庭
の
子

ど
も
の「
食
の
保
証
」

「
学
習
権
・
進
学
権
の
保
障
」

「
経
済
的
保
障
」「
労
働
条
件

の
保
障
」
対
策
は
。
貧
困
調

査
の
対
応
は
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を

既
存
の
計
画
、
取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　

①
本
町
で
も
助
成
し

て
い
る
住
宅
用
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
、

普
及
率
は
。

②
災
害
時
の
住
民
の
避
難
場

所
と
な
る
各
地
区
公
民
館
、

①
山
木
屋
に
帰
還
さ

れ
た
住
民
の
方
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
要
望
や

声
に
町
は
ど
の
よ
う
に
対

処
・
対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
対
策
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
は
迅

速
、
確
実
に
。
住
民
が
出
入

り
し
、
利
用
す
る
す
べ
て
の

場
所
の
山
林
に
つ
い
て
、
早

急
に
除
染
す
る
よ
う
国
に
求

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
地
域
活
動
の
担
い

手
不
足
へ
の
不
安
や
、

農
地
除
染
へ
の
手
直
し
要
望

の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
戸
別
訪
問
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
案
件
は

全
庁
的
に
共
有
す
る
と
と
も

に
、
課
題
を
抱
え
て
い
る
方

に
は
訪
問
回
数
を
増
や
す
な

ど
、
解
決
策
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
住
宅
等
の
毎
時
０
・
２
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

過
し
て
い
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

7
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質
問

ト
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
除
染
を
実
施
す
る
よ

う
国
・
県
へ
要
望
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
山
林
除
染

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
も
含

め
た
総
合
的
な
「
里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
」
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
恒
久
的
な

事
業
の
早
期
展
開
に
つ
い
て

引
き
続
き
関
係
省
庁
に
要
望

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

質
問

教
育
長

徹底除染による環境と生業の回復を
フォローアップ除染の実施など、　　
関係省庁に引き続き要望していきます

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

現
在
の
取
り
組
み
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

今
後
、
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す　

集
会
施
設
な
ど
へ
の
太
陽
光

発
電
の
年
次
計
画
に
よ
る
実

施
を
。

③
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の

「
町
宣
言
」
を
行
い
、
地
域

主
導
型
、
地
産
地
消
の
住
民

参
加
型
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み

は
。

①
住
宅
用
太
陽
光
発

電
の
設
置
状
況
は
平

成
21
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

ま
で
で
、
合
計
１
６
７
基
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
避
難
場
所
と
な
る
集
会
施

設
等
へ
は
非
常
用
発
電
設
備

等
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
蓄

電
池
の
設
備
を
含
め
、
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
川
俣
町
復
興
計
画
に
基
づ

き
、
学
校
、
社
会
教
育
施
設

等
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
て
き
て
お
り
、
今

後
も
、
地
域
主
導
型
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

質
問
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関
心
が
あ
っ
た
４
社

に
対
し
て
３
月
定
例

議
会
後
に
、
何
か
行
っ
た
の

か
。

①
３
月
定
例
議
会
後
の
企
業

誘
致
等
の
進
捗
は
。

②
企
業
誘
致
推
進
会
議
の
内

容
は
。

①
現
在
、
２
社
に
立

地
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
社
内
で
の
検
討
作
業
を

進
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
２
社
以
外
で

は
、
発
電
及
び
売
電

事
業
用
地
と
し
て
の

ご
相
談
で
し
た
が
、

川
俣
変
電
所
の
空
き

容
量
が
な
く
、
そ
の

対
策
を
事
業
者
自
ら

が
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
実
質
、
立
地

は
不
可
能
と
判
断
し

て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
町
内

金
融
機
関
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
企
業
誘
致
推
進
会
議
は
、

企
業
誘
致
に
関
す
る
調
査
研

究
、
情
報
発
信
、
連
絡
調
整
、

立
地
条
件
の
調
整
を
行
う
内

部
組
織
で
、
今
後
、
立
地
協

定
を
結
ん
で
い
る
ミ
ツ
フ
ジ

株
式
会
社
か
ら
立
地
計
画
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
ら
、
会
議

で
情
報
共
有
、
連
携
を
密
に

し
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
の
三
点
に
つ
き
、

昨
年
９
月
定
例
議
会
、

今
年
３
月
定
例
議
会
に
も
質

問
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

何
か
進
展
が
あ
っ
た
の
か
。

①
高
齢
者
に
対
す
る
町
独
自

の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

②
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
対
す
る
支
援
策
は
。

③
介
護
施
設
の
入
居
者
に
対

す
る
補
助
は
。

①
平
成
27
年
度
の
第

６
期
介
護
保
険
制
度

改
正
に
よ
り
、
全
国
一
律
の

基
準
で
実
施
さ
れ
て
い
た

介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護

予
防
通
所
介
護
が
地
域
支
援

事
業
に
移
行
し
、
町
独
自
の

基
準
の
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

平
成
28
年
３
月
か
ら
、
新
総

合
事
業
へ
移
行
し
、
町
内
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
な
が
ら
、

町
独
自
の
支
援
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

②
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

た
め
の
緊
急
通
報
体
制
整
備

事
業
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
現
在
、
町
か
ら
介
護
施
設

の
入
所
者
へ
補
助
す
る
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
に
お

い
て
、
介
護
保
険
施
設
入
所

と
短
期
入
所
を
利
用
す
る
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の
食

費
と
居
住
費
の
負
担
軽
減
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
制

度
の
周
知
等
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

一般質問

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

町
長

町
長

質
問

質
問

高
齢
者
に
対
す
る
支
援
策
は

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら　
　
　

支
援
、
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

西
部
工
業
団
地
の

　
　
企
業
誘
致
等
の
進
捗
は

現
在
、
２
社
に
立
地
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す　
　
　

山木屋地区で再開された公民館事業（グラウンドゴルフ）

ミツフジ本社での説明（予算常任委員会調査）
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と
か
ら
、
予
算
の
繰
越
明
許

の
議
決
を
い
た
だ
き
、
策
定

期
間
を
延
長
し
て
お
り
ま
し

た
。

　
今
後
、
６
月
中
旬
以
降
に

説
明
を
行
い
、
７
月
下
旬
に

完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

振
興
計
画
の
後
期
基

本
計
画
は
、
平
成
28

年
ま
で
に
策
定
す
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
原
発

事
故
前
に
策
定
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
の
で
、
直
ち
に
見
直

し
、
議
会
に
提
示
す
べ
き
と

考
え
る
。振

興
計
画
後
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
か

ら
28
年
度
ま
で

を
前
期
基
本
計

画
、
平
成
29
年

度
か
ら
34
年
度

ま
で
を
後
期
基

本
計
画
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

後
期
基
本
計

画
に
つ
い
て
は
、

本
来
で
あ
れ
ば

平
成
28
年
度
中

に
策
定
す
べ
き

も
の
で
し
た
が
、

町
長
選
挙
に
よ

り
、
新
た
な
体

制
と
な
っ
た
こ

行
政
府
の
長
で
あ
る

内
閣
総
理
大
臣
が
憲

法
９
条
を
変
え
ろ
と
号
令
を

か
け
る
の
は
、
憲
法
99
条
憲

法
尊
重
擁
護
義
務
に
違
反
す

る
発
言
だ
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
は
。

日
本
国
憲
法
第
９
条

は
、
戦
争
の
放
棄
、

武
力
の
不
保
持
に
つ
い
て
規

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
治
体
の
長
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
も
憲
法
を
尊
重
し
、

こ
れ
か
ら
も
尊
重
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
体

の
長
と
し
て
の
発
言
は
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
山
木
屋
小
・
中
学

校
の
生
徒
は
何
人
で
、

ど
の
よ
う
な
送
迎
を
考
え
て

い
る
の
か
。

②
他
の
学
校
と
の
バ
ラ
ン
ス

は
考
え
て
い
る
の
か
。

③
福
島
市
な
ど
へ
通
っ
て
い

る
生
徒
は
何
人
い
る
の
か
。

④
高
齢
者
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
乗
車
で
き
る
よ
う
、
総
合

的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。①

今
年
度
の
状
況
で

は
、
小
学
５
・
６
年

生
が
合
わ
せ
て
10
人
。
中
学

生
が
20
人
で
す
。

②
町
内
各
学
校
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
国
の
制
度
を
活

用
で
き
る
範
囲
で
運
行
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

③
福
島
市
13
人
、
二
本
松
市

３
人
、
郡
山
市
２
人
、
栃
木

県
１
人
、
静
岡
県
２
人
の
合

わ
せ
て
21
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

④
児
童
・
生
徒
の
最
短
時
間

で
の
安
全
運
行
を
基
本
と
し

つ
つ
、
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
現
状
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
高

齢
者
の
方
の
利
用
が
可
能
か

ど
う
か
、
関
係
部
局
と
も
連

携
し
、
今
後
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

9

遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ

安倍首相の改憲発言について
町長の考えを問う

地方自治体の長としての発言は
差し控えさせていただきます　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
検
討
し
、

総
合
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に

現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
可
能
性
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す　
　
　
　
　
　

第
５
次
川
俣
町
振
興
計
画
の
見
直
し
は

い
つ
議
会
に
示
す
の
か

６
月
中
旬
に
ご
説
明
を
し
、
７
月
下
旬
に

完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す　
　

第５次川俣町振興計画（前期計画）

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

教
育
長
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住
宅
支
援
等
の
具
体

的
支
援
は
。
ま
た
、

情
報
提
供
や
生
活
支
援
等
の

対
策
は
。福

島
県
に
お
い
て
帰

還
さ
れ
る
方
へ
引
っ

越
し
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
４
月
か
ら
18
歳

未
満
の
子
ど
も
を
有
し
、
所

得
要
件
を
満
た
す
方
に
対

し
家
賃
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
避
難
先

で
孤
立
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、

安
心
し
て
町
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
広
報

紙
を
活
用
し
な
が
ら
情
報
提

供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

①
農
地
除
染
の
実
態

と
そ
の
対
策
は
。

②
豪
雨
災
害
後
の
復
旧
の
見

通
し
は
。

③
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
具
体

的
対
策
は
。

④
避
難
継
続
者
へ
の
生
活
支

援
と
応
急
仮
設
住
宅
の
対
応

は
。

⑤
帰
還
者
へ
の
生
活
支
援
策

は
万
全
か
。

⑥
町
外
移
住
者
へ
の
具
体
的

支
援
は
。①

環
境
省
が
実
施
す

る
除
染
後
の
農
地
の

引
き
渡
し
に
課
題
が
多
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
束

で
あ
る
地
力
回
復
も
含
め
丁

寧
な
対
応
を
強
く
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

②
現
在
、
測
量
設
計
を
完
了

し
、
協
議
が
整
い
次
第
、
工

事
を
発
注
し
ま
す
。

③
環
境
省
に
対
策
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

④
帰
還
、
移
転
の
意
向
も
確

認
し
な
が
ら
関
係
機
関
に
要

請
、
調
整
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

⑤
復
興
拠
点
商
業
施
設
「
と

ん
や
の
郷
」
な
ど
に
よ
り
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
維

持
し
、
将
来
の
帰
還
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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一般質問

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

避
難
指
示
解
除
後
の
具
体
的
対
策
は

引
き
続
き
き
め
細
や
か
な
対
策
に
努
め
ま
す

①
い
ま
だ
第
二
原
発

の
廃
炉
に
つ
い
て
、

東
京
電
力
は
明
確
に
し
て
い

な
い
が
、
町
の
考
え
は
。

②
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

つ
い
て
町
の
方
針
は
あ
る
の

か
。 福

島
第
二
原
発
の
廃
炉
に
つ
い
て
、

町
の
方
針
は

廃
炉
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す議会で視察研修を行った福島第２原発（原子炉圧力容器底部にて）

自主避難者への
　　　　具体的支援は

引き続き情報提供等に
努めてまいります　　

①
川
俣
町
復
興
計
画

に
お
い
て
、
県
内
す

べ
て
の
原
子
力
発
電
所
を
廃

炉
と
す
る
よ
う
掲
げ
て
お
り
、

引
き
続
き
強
く
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

②
脱
原
発
の
考
え
方
の
下
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問



かわまた議会だより

　
　
　
粗
飼
料
生
産
だ
け
で

復
興
が
果
た
せ
る
も
の
で
は

な
い
。
山
木
屋
地
区
全
体
の

復
興
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　
規
模
を
拡
大
し
、
安
定

し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
町

と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

11

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

2 総 務 産 業
常任委員会

飯坂八反田、古中道地区消
火栓、防火水槽設置につい
て請願書

川俣町飯坂字八反田23-4
渡辺　龍一　ほか4名

新関　善三
斎藤　博美 採択

3 総 務 産 業
常任委員会

山木屋字世戸四山地内法定
外道路の町道認定及び舗装
に関する請願書

川俣町山木屋字秋葉森山12
菅野　勝久　ほか30名

佐藤喜三郎
高橋　清美 採択

6月定例会請願審査結果

委 員 会 の 活 動 報 告委 員 会 の 活 動 報 告

　パソコンだけでなく、スマー
トフォンでも議会中継がご覧い
ただけます。ライブ中継のほか、
昨年12月以降の録画中継がス
マートフォン対応です。
※携帯のアプリでＱＲコードを
　読み取るとページにつながり
　ます。

議会中継を
スマートフォンで!

　
６
月
５
日
に
、
す
み
よ

し
保
育
園
と
川
俣
町
セ
ル

プ
か
え
で
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
６
日

は
、
三
春
町
に
開
館
し
た

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ

ー
交
流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン

福
島
」
を
訪
問
し
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
環
境
創

造
シ
ア
タ
ー
、
放
射
線
ラ

ボ
、
３
・
11
か
ら
環
境
の

い
ま
、
そ
し
て
未
来
を
創

造
す
る
た
め
の
学
び
の
施

設
で
す
。

　
６
月
５
日
、
総
務

産
業
常
任
委
員
会
で
、

飯
坂
地
区
消
火
栓
、

防
火
水
槽
の
設
置
の

請
願
及
び
山
木
屋
地

区
町
道
認
定
及
び
舗

装
に
つ
い
て
の
請
願

に
関
す
る
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
詳
細
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

楽しみながら学べる施設「コミュタン福島」 山木屋地区町道認定についての現地調査

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
７
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
動
産
の
取
得
６
件
が
上
程

さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
木
屋
地
区
の
粗
飼
料
生
産
流
通
拠
点
施
設
整
備
事

業
用
の
ト
ラ
ク
タ
６
台
と
そ
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
等
の

機
械
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

答 質
問 山

木
屋
地
区
農
業
の
復
興
の
た
め

動
産（
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ほ
か
）を
取
得

生産組合の営農用機械（写真は個人所有）

第
５
回
議
会
臨
時
会
を
開
催



後　庵
酒 井 和 夫さん

　
新
し
い
広
報
編
集
委
員
に
な

っ
て
、
３
号
目
の
議
会
だ
よ
り

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

手
に
と
っ
て
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
、「
読
ん
で
も

ら
え
る
議
会
だ
よ
り
」
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

　

今
回
は
、「
川
俣
高
校
生
が

視
た
議
会
」
特
集
が
掲
載
と
な

り
ま
し
た
。
代
表
６
人
の
方
か

ら
貴
重
な
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
た
く
受
け

止
め
て
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
る
町
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
素
直
な
ご
意

見
、
ご
感
想
は
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
菅
野
意
美
子
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議　
　
長　
高　
橋　
道　
也

委
員
長　
高　
橋　
真
一
郎

副
委
員
長　
菅　
野　
意
美
子

委　
　
員　
佐　
藤　
喜
三
郎

委　
　
員　
黒　
沢　
敏　
雄

委　
　
員　
新　
関　
善　
三
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かわまた議会だより　第162号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　川俣町老人クラブ連合会（川老連）は、
昭和40年に結成され50年経過しました。
当時、町内21クラブ、会員数は1,650人で、
平成15年当時には3,080人とおりました
が、現在は、1,940人で、15年当時の63％
になりました。川俣町は昭和30年に１町
７村により合併し、一昨年に60周年にな
りました。合併当時人口は26,900人でし
たが現在は13,900人ほどで、60年前の52
％になりました。今日の社会があるのも、
戦後激変する社会状況の中で、70年にわた
り活躍してこられた諸先輩たちのおかげで
あります。本町と他地域同様少子高齢化が
加速度的に進み３人に１人という超高齢化
となっており、高齢者の孤立化と核家族化
が進むと共に多くなっております。川老連
としても今後会員一人ひとりのライフスタ
イルも多様化していくなか、互いの親睦を
はかりながら組織運営に努めて各種事業を
推進していきたいと思いますので、町行政
及び議会、社会福祉協議会ほか関係諸団体
の協力、応援をよろしくお願いいたします。

老人クラブで
いきいきライフを!

　７月14日に国見町観月台文化センターで開催
されました。
　大会では、本町の要望事項３件を含む要望８件、
決議１件、特別決議１件が全会一致で採択されま
した。
①「ふくしま復興再生道路」一般国道114号・一
般国道349号・主要地方道原町川俣線の整備促
進と安全対策について

②復興事業に係る財源の確保について
③広瀬川河川改修について

　大会後、講演が行われ「3.11の被災地福島の
復興とアジアにおける新しいビジネス」と題して、
福島大学副学長補佐の吉高神明氏の説明がありま
した。

伊達郡町議会議員大会伊達郡町議会議員大会


